
 

 

共 催 

砥部町・砥部町教育委員会・愛媛大学社会共創学部 

砥部のみらいフォーラム 

－白水窯登り窯を地域資源に― 

日時：202６年２月２８日（土） 

13：30～1６：０0（開場13：00） 

場所：砥部町文化会館 ３階 会議室３ 

（砥部町宮内1410番地） 

要申込・入場無料 

 

お問い合わせ先：砥部町教育委員会社会教育課 

HP: https://www.town.tobe.ehime.jp/ 

☎ 089-962-5952（直） 

 

【プログラム】 
 

■歴史遺産と地域づくりのこれから  

槙林 啓介（愛媛大学准教授） 

■白水窯の調査成果とその意義 

安藤 愛華・隅田 美結・徳田 璃子・峰岡 栞奈 
（愛媛大学社会共創学部学生） 

■文化財の地域資源化への取り組み 

-北海道厚岸町と福岡県うきは市を事例に- 

田尻 義了（九州大学教授） 

■フォーラムデスカッション 

山田 雅之（雲石窯代表） 

徳森 久子（愛媛県立松山南高等学校砥部分校長） 

田尻 義了（九州大学教授） 

宮本 直美（砥部町教育委員会学芸員） 

 

古谷 崇洋（砥部町長） 

槙林 啓介 

QR コードから、【氏名、連絡先】を記入のうえ、
ご参加の申し込みを行ってください。先着 100 名
です。砥部町 HP からも、お申し込みできます。 

JSPS：23K00917 

砥部には、砥部焼という伝統産業とその歴史・文化があります。

それは、生活の中にしっかりとあることで、将来を担う子どもた

ちに砥部アイデンティティをも育んでくれます。砥部町教育委員

会と愛媛大学社会共創学部が調査を進めてきた白水窯登り窯を

取り上げながら、砥部焼遺産を活かした砥部らしさとは何かを考

え、砥部の未来を皆さんと創造するフォーラムを開催します。 


